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災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

す
る
に
は
自
助
が
最
も
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。
施
設
整
備
に
よ
る
ハ

ー
ド
対
策
だ
け
で
な
く
ソ
フ
ト
対

策
と
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
で
す
。

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
関
東
・

東
北
豪
雨
に
お
け
る
鬼
怒
川
の
氾

濫
に
よ
る
被
害
を
教
訓
に
、
常
総

市
と
国
土
交
通
省
が
逃
げ
遅
れ
ゼ

ロ
を
目
標
に
始
め
た
取
り
組
み
で
、

急
な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
洪
水
発

生
時
に
自
分
自
身
の
行
動
の
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
と
し
て
、
ま
た
、
判

断
の
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
役

立
ち
ま
す
。
市
と
し
て
、
ま
た
、

小
・
中
学
校
の
防
災
教
育
と
し
て
、

風
水
害
に
対
す
る
マ
イ
・
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
の
必
要
性
を
ど
う
認
識
し

て
い
る
の
か
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
作
成
は
、
自
身
が
住
む
街

の
学
校
や
自
分
の
家
が
ど
う
い
っ

た
場
所
に
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
、

避
難
準
備
、
避
難
行
動
を
開
始
す

べ
き
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
る
こ
と

な
ど
、
防
災
教
育
や
自
助
の
意
識

醸
成
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
活
用
し
た
防
災
・

減
災
意
識
の
醸
成
方
法
に
つ
い
て
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
も
含
め
て

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
長　

有
効
な
取
り
組
み
だ

と
考
え
ま
す
。
ま
ず
は
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
知
る
こ
と
か
ら
始

め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
と

し
て
地
域
の
状
況
を
考
慮
し
、
研

究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
間
社
会
で
は
歴
史
や
文
化
、

社
会
生
活
で
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を

生
み
、
格
差
社
会
の
現
代
で
も
新

た
な
差
別
を
絶
え
ず
生
み
出
し
続

け
て
い
ま
す
が
、
差
別
解
消
を
ど

の
よ
う
に
図
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
的
機
関
が
物
品
や
サ

ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
際
、
障
が
い

者
就
労
施
設
等
か
ら
優
先
的
、
積

極
的
に
購
入
す
る
こ
と
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、現
状
を
伺
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
が
普
通
に
地
域
の
一

員
と
し
て
生
活
で
き
る
共
生
社
会

実
現
の
た
め
、
法
定
雇
用
率
以
上

の
障
が
い
者
を
雇
用
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
が
、現
状
を
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

差
別
解
消
に
つ
い

て
は
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
理

解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
市
地
域

自
立
支
援
協
議
会
を
活
用
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
啓
発
活
動
と
し

て
職
員
研
修
や
市
民
及
び
事
業
者

向
け
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

後
、
市
障
害
者
団
体
連
合
会
と
の

合
同
研
修
会
等
を
開
催
予
定
で
す
。

　

優
先
調
達
に
つ
い
て
は
、
調
達

目
標
を
毎
年
度
、
前
年
度
実
績
以

上
と
設
定
し
て
お
り
、
実
績
は
毎

年
度
着
実
に
伸
び
て
い
ま
す
。
今

後
も
市
職
員
全
員
が
推
進
員
の
意

識
を
持
つ
よ
う
、取
り
組
み
ま
す
。

　

障
が
い
者
雇
用
の
促
進
に
つ
い

て
は
、
就
労
支
援
相
談
員
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
職
業
能
力
に
応

じ
た
就
労
の
場
の
確
保
等
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
労
継
続

を
図
る
た
め
に
必
要
な
連
絡
調
整

や
助
言
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
平
成　

年
に　

歳
以

１９

６５

上
の
人
口
の
総
人
口
に
占
め
る
割

合
が　

・
５
％
と
な
り
、
超
高
齢

２１

社
会
へ
と
突
入
し
ま
し
た
。
高
年

齢
者
が
働
き
続
け
ら
れ
る
生
涯
現

役
社
会
の
実
現
に
向
け
、
国
は
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
お

り
、
平
成　

年
か
ら
は
生
涯
現
役

２８

促
進
地
域
連
携
事
業
を
全
額
国
庫

補
助
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
地
方

自
治
体
が
中
心
と
な
り
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
や
商
工
会
、
金
融

機
関
や
教
育
機
関
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し
、
高

年
齢
者
に
就
労
や
生
き
が
い
の
情

報
を
提
供
し
て
お
り
、県
内
で
は
、

鎌
倉
市
や
小
田
原
市
が
実
施
し
て

い
ま
す
。
国
は
本
事
業
を
推
進
し

て
お
り
、
年
に
１
回
、
本
事
業
の

案
内
と
取
り
組
み
へ
の
意
向
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
で

は
本
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
部
署

か
ら
ど
の
よ
う
な
回
答
が
さ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。
加
え
て
、

本
事
業
に
対
す
る
当
局
の
見
解
と

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
企

業
の
高
年
齢
者
等
の
雇
用
・
就
業

状
況
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

神
奈
川
労
働
局
職

業
安
定
部
か
ら
案
内
の
通
知
が
福

祉
長
寿
課
に
届
い
て
い
ま
す
が
、

本
市
で
の
具
体
的
な
事
業
展
開
が

な
い
こ
と
か
ら
、
応
募
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
市
内
企
業
の
高
年

齢
者
等
の
雇
用
・
就
業
状
況
に
つ

い
て
は
情
報
収
集
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

日
米
地
位
協
定
は
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。第
３
条
で
は
、

合
同
委
員
会
に
お
け
る
協
議
の
上

で
、
米
軍
基
地
の
外
で
も
米
軍
の

権
利
が
及
ぶ
と
し
て
い
ま
す
。
第

　

条
で
は
、
米
兵
犯
罪
の
刑
事
裁

１７判
権
を
規
定
し
、
公
務
外
の
犯
罪

の
場
合
は
第
一
次
裁
判
権
が
日
本

側
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

日
本
平
和
委
員
会
の
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
１
７
年
の
米
軍
関
係
者

に
よ
る
犯
罪
に
対
し
、
日
本
政
府

が
裁
判
権
を
放
棄
し
た
不
起
訴
率

は　

・
８
％
で
、
つ
ま
り
約　

％

８２

１７

し
か
起
訴
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
も
、
住
居
侵
入
、
強
制
わ
い
せ

つ
、
強
制
性
交
、
暴
行
な
ど
は
い

ず
れ
も
起
訴
率
０
％
で
あ
り
、
大

き
な
問
題
で
す
。
ま
た
、
第
４
条

で
は
、
米
軍
基
地
の
原
状
回
復
義

務
を
米
軍
に
課
し
て
お
ら
ず
、
環

境
汚
染
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
米
軍
等
に
対
し
国
内
法

が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
基
地
管

理
権
が
な
い
こ
と
、
飛
行
機
事
故

の
際
に
も
捜
査
等
を
行
う
権
利
が

行
使
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
世
界

に
あ
る
他
の
米
軍
基
地
の
状
況
と

比
較
し
て
も
、
多
く
の
問
題
点
が

あ
り
ま
す
。
日
米
地
位
協
定
に
対

す
る
本
市
と
し
て
の
見
解
と
本
市

へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

市
長
室
長　

日
米
地
位
協
定
は

国
の
専
管
事
項
で
あ
り
、
市
と
し

て
特
に
見
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
米
地
位
協
定
に
よ
る
影
響
に

つ
い
て
は
、
行
政
運
営
上
、
支
障

は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
業
務
に
つ
い

て
、
南
足
柄
市
で
は
、
自
衛
隊
法

施
行
令
第
１
２
０
条
の
規
定
に
基

づ
き
行
わ
れ
て
い
る
個
人
情
報
の

提
供
に
つ
い
て
、
従
前
よ
り
行
っ

て
い
た
住
民
基
本
台
帳
を
閲
覧
さ

せ
、
手
書
き
で
転
記
す
る
方
法
で

は
非
常
に
長
い
作
業
時
間
を
要
し
、

転
記
誤
り
に
よ
る
返
送
等
が
生
じ

る
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人

情
報
保
護
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
運
営

審
議
会
に
諮
問
を
行
い
、
個
人
情

報
の
適
正
な
取
り
扱
い
の
観
点
を

も
と
に
審
議
が
行
わ
れ
た
結
果
、

諮
問
の
内
容
を
適
正
な
も
の
と
認

め
る
と
い
う
答
申
を
受
け
、
自
衛

官
募
集
の
た
め
に
必
要
な
情
報
の

提
供
を
行
う
こ
と
に
し
た
と
の
こ

と
で
す
。
陸
上
幕
僚
監
部
の
資
料

に
よ
る
と
、
対
象
年
齢
に
限
定
し

て
抽
出
し
た
住
民
基
本
台
帳
閲
覧

な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
、
紙
媒
体

等
、
も
し
く
は
デ
ー
タ
と
し
て
提

供
し
て
い
る
自
治
体
数
は
、
平
成

　

年
度
は
前
年
度
よ
り
２
・
９
％

３０増
え
、
本
市
同
様
に
閲
覧
の
み
で

済
ま
せ
て
い
る
団
体
は
２
・
２
％

減
少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
個
人
情
報
保

護
審
査
会
な
ど
第
三
者
機
関
へ
諮

問
を
行
う
こ
と
を
検
討
で
き
な
い

の
か
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
民
部
長　

自
衛
隊
と
の
協
力

関
係
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
個
人
情
報
保
護

審
査
会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て
は
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
特
性
を
い
か
し
た
英
語
教

育
に
つ
い
て
、
令
和
元
年　

月
に

１１

沖
縄
県
宜
野
湾
市
を
視
察
し
、
英

語
特
区
と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宜
野
湾
市
で
は
、
英
語
力
や
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
不
安
を
持

つ
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
自

信
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
、
米
軍

基
地
内
で
教
職
員
の
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。
基
地
の
あ
る
本
市
と

し
て
、
宜
野
湾
市
の
取
り
組
み
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
る
の
か
、
教
育

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
横
須
賀
市
や
岩
国
市
が

開
催
し
て
い
る
児
童
・
生
徒
を
対

象
に
し
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

教
育
長　

米
軍
基
地
の
あ
る
自

治
体
と
し
て
、
宜
野
湾
市
の
取
り

組
み
は
大
変
参
考
に
な
る
と
考
え

て
お
り
、
市
の
施
策
と
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
事
業
が
進
む
中
、
宜

野
湾
市
の
よ
う
に
、
基
地
内
に
お

け
る
教
員
研
修
の
機
会
が
得
ら
れ

る
こ
と
は
好
ま
し
い
こ
と
だ
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
授
業
で
学
ん
だ

こ
と
を
い
か
す
機
会
と
し
て
、
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
の
よ
う

な
事
業
も
効
果
的
と
考
え
ま
す
。

今
後
、
市
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
全
員
を
一

つ
の
小
学
校
に
集
め
、
学
年
ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

ー
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
触
れ
合
う
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
デ
ー
の
計
画
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

伊
藤　

多
華 
議
員
《
公
明
党
》

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
、

災
害
時
の
万
全
な
対
策
を
求
め
る

池
田　

徳
晴 
議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

障
が
い
者
の
差
別
解
消
法
・

優
先
調
達
推
進
法
・
雇
用
促
進
法
を
問
う

　

星
野　

久
美
子 
議
員
《
日
本
共
産
党
》

日
米
地
位
協
定
が
与
え
る
影
響

　

佐
藤　

弥
斗 
議
員
《
ざ
ま
明
進
会
》

生
涯
現
役
社
会
の
実
現
に
向
け
て

内
藤　

幸
男 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

地
域
特
性
を
い
か
し
た
英
語
教
育
を

　

荻
原　

健
司 
議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

国
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
源
泉

自
衛
官
等
募
集
相
談
業
務
へ
協
力
を

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
請
願
・
陳
情

は
３
月
、
６
月
、
９
月
、

　

月
の
年
４
回
開
催
さ
れ

１２る
定
例
会
に
お
い
て
審
査

さ
れ
ま
す
。

　

第
２
回
（
６
月
）
定
例

会
で
審
査
を
す
る
請
願
・

陳
情
は
、
令
和
２
年
５
月

　

日
（
水
）
ま
で
に
議
会

２０事
務
局
へ
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
定
例
会
ご
と
の

締
め
切
り
日
は
、
議
会
事

務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

1
０
４
６（
２
５
２
）８
８
７
２

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て


